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●岡山県総社市　
　ひきこもり支援事業について
　総社市では、「ひきこもり」を地域社会全
体の課題ととらえ、市の独自事業として取り
組んでいます。具体的には、以下の取り組み
を行っています。
①�ひきこもり支援センター「ワンタッチ」。
専門の相談員（社会福祉士）による訪問・
電話・メールでの相談対応
②�常設の居場所「ほっとタッチ」。一軒家を
借り上げ、当事者の「常設居場所」を開設
③�ひきこもり家族会「ほっとタッチの会」。
ひきこもり当事者が家族にいる人たちの当
事者組織
④�2カ所目の常設居場所「ほっとタッチぽえ
む」を開設
　これらの居場所を確保した上で、市と社会
福祉協議会が連携し、多層的な支援体制によ
り対応しています。
　ひきこもり支援は、短期的な成果で評価す
るものではなく、恒常的に継続して取り組む
べきものと感じました。

社会とのつながりを取り戻すために文教厚生委員会

総社市にて説明を受けるようす

視察報告
　実施日　�令和７年１０月２０日（月)～１０月２１日（火）
　視察事項
　　●岡山県総社市
　　　ひきこもり支援事業について
　　●奈良県大和郡山市
　　　不登校対策総合プログラムについて

●奈良県大和郡山市　
　不登校対策総合プログラムについて
　大和郡山市では、不登校対策総合プログラ
ムとして、不登校にならないための取り組み
と、なった場合の取り組み、の二本柱として
取り組んでいます。
　不登校にならないための取り組みとしては、
学校を楽しい場所にするため、授業改善、学
習支援、いじめを許さない等の環境づくりと、
未然防止・初期対応ができる組織体制をつく
っています。
　教室に入りづらい児童生徒には、各校に校
内教育支援センターを整備し、校内で安心し
て過ごせる居場所づくりを行うとともに、家
庭と学校の良好な関係にも力を入れています。
不登校になった児童生徒には、市立郡山北小
学校・郡山中学校の分教室の、不登校特例の
学科指導教室「ASU」を開室し、体験を重
視した教育活動や個別支援を行っており、目
標は「学校に戻ること」ではなく「子どもが
元気になること」として高等進学等、次のス
テップへの自信を取り戻す支援を行っていま
す。
　不登校対策はASUだけに集約するもので
はなく、学校全体の質を高める取り組みとし
て位置づけられている点が印象に残りました。
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